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 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から１年延期となっていた「第44
回全国育樹祭」が10月9日（土）苫小牧市「苫東・和みの森」で「お手入れ行事」、10
日（日）は札幌市で「式典行事」が開催されました。 

 お手入れ行事は晴天の元、山東昭子大会会長（参議院議長）や鈴木知事ら約150名
が出席し、秋篠宮ご夫妻がオンラインでご臨席される中、14年前の第58回全国植樹祭
で植えたアカエゾマツの枝打ちや、両陛下のお手植えされた木に施肥をしました。 

 また、前日8日（金)には岩見沢農業高校森林科学科の3年生がフラワープランターの           
設置や、お手入れ行事の施肥穴掘りなどの会場設営作業に協力してくれました。 

 

第44回全国育樹祭が開催されました  

挨拶をする鈴木知事 平成19年に両陛下がお手植えされた樹木の

成長などを説明する、「苫東・和みの森っ

子クラブ」の児童と北の森づくり学院生 

育樹祭前日に会場設営作業を行う岩見沢

農業高校の生徒さん 

栗山町で「植えて、育てて、伐って使って、また植える」を学びました 

【胆振東森隣倶楽部主催：「林業を見て学ぼう！バスツアーin栗山」】が開催されました 

 ・日 時：2021年11月5日（金） 9時30分～16時30分 

 ・見学地：①栗山町 松平昇指導林家所有林 ②南空知森林組合クリーンラーチ採種園  

      ③松原産業(株)栗山木材利活用工場 

 ・参加者：胆振東森隣倶楽部員、指導林家、青年林業士、森林所有者等 18名が参加 

 ・内容 ①栗山町の松平昇指導林家のアカエゾマツ人工林や果樹園、 

   自作の山小屋を見学し、エゾシカや野うさぎによる樹木の被害対 

   策について説明いただきました。②令和2年に造成したクリーン 

   ラーチ（選抜されたニホンカラマツとグイマツの雑種F1）の採種 

   園を見学し、林業用苗木の生産工程やクリーンラーチのCO2固定 

   機能に優れている点、採種園の役割を学びました。③道産材を使 

   ったフローリングの生産現場や林地未利用材をバイオマス発電用 

   の燃料に活用するチップ生産施設を見学して、山で生産された木 

   材の利用について学びました。 

    見学地を巡り「植えて、育てて、伐って使って、また植える」 

   という森林資源の循環利用の大切さを学びました。 

    来年度も研修会が開催される予定ですので、是非参加してください。 

   

獣害対策について質問が集まりました

（中央：松平昇指導林家） 



最近の木材市況  ～道林業木材課調べ ２０２１年１１月現在～ 
 ○用材、パルプともには横ばい傾向 （胆振振興局管内） 

 樹 種 
材長
（ｍ） 

径級
（㎝） 

㎥当単価      
(円） 

100石当単価 

(円） 

前月 

差（円） 

カラマツ 3.65 9～13 6,500 180,700 0 

〃 3.65 14～18 8,500 236,300 0 

〃 3.65 20～28 9,900 275,220 0 

〃 3.65 30上 10,400 289,120 0 

〃 パルプ   5,800 161,240 0 

トドマツ 3.65 14～18 9,500 264,100 0 

〃 3.65 20～22 11,000 305,800 0 

〃 3.65 24～28 11,600 322,480 0 

〃 3.65 30上 11,700 325,260 0 

広葉樹 パルプ   8,800 244,640 0 

市況の動向 

・トドマツ、カラマツとも製材受注が順調

な中、原木入荷は少なく不足気味。しかし

素材価格は横ばいの状況。 

カラマツハラアカハバチの被害が発生しました 

 カラマツハラアカハバチはカラマツの葉を食害する害虫です。８月上旬頃から被害が現れることが多

く、食害を受けたカラマツは一部を残して葉をほとんど食べられてしまい、一見すると枯れてしまったよ

うに見えます。周囲の森林が濃い緑に染まっている盛夏、薄褐色の被害林はひときわ目立ちますが、食害

を受けたカラマツが枯れてしまうことはほとんどなく、生長量が一時的に低下するものの、材質への影響

も報告されていません。 

 ただし、一時的に衰弱した時を狙ってカラマツヤツバキクイムシなどの穿孔虫が寄生することで、枯損

被害に繋がることがあるので注意が必要です。 

〇胆振管内では、平成の半ばから被害が発生し、近年も安平・厚真などで散発していました。 

〇令和１～２年は被害報告がありませんでしたが、今夏は豊浦・壮瞥・伊達で再び確認されています。 

成虫（蜂ですが刺しません） 林床のササの葉上には糞が 根元を掘ると繭が見つかります 

（幼 虫） 


